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国
分
寺
町
で
石
仏
に
出
会
う
道
を
歩
く 

  

今
回
の
ふ
る
さ
と
探
訪
は
万
灯
山
（
狭
箱
山
）
・
伽
藍
山
の
北
西
麓
、
国
分
寺
町
新
居
の
万
灯
と
呼

ば
れ
る
地
域
を
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
地
域
は
古
く
か
ら
交
通
の
要
所
と
し
て
、
歴
史
が
蓄
積
さ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の
探
訪
で
は
こ
う
し
た
交
通
に
加
え
、
こ
の
地
域
で
活
躍
し
た
人
々

に
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
や
信
仰
に
関
わ
る
地
点
を
廻
り
な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
や
こ
の
土
地
が
生
み

出
し
た
人
々
の
想
い
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

        

石   仏 

萬燈寺 薬師堂 

やぶつばき  
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１ 

道
饗

み
ち
あ
え

神
社

じ
ん
じ
ゃ

と
狭
箱

は
ざ
こ

橋ば
し 

 
香
東
か
ら
来
る
人
々
は
狭
箱
の
峠
を
越
え
て
国
分
寺
や
白
峰
へ
と
向
っ
て
い
た
。
こ
の
道
は
参

詣
道
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
峠
に
は
主
要
な
道
筋
の
地
域
境
や
道
の
分
岐
点
で
道
を
守
り
、
旅
の

安
全
を
祈
る
と
さ
れ
る
神
と
言
わ
れ
る
、
八
衢

や
ち
ま
た

の
神
を
祀
る
道
饗
神
の
石
祠
が
あ
り
、
古
く
か
ら

の
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
こ

と
の
名
残
を
今
も
残
し
て
い

る
。
こ
の
道
饗

み
ち
あ
え

神
社
で
は
９
月

に
東
下
所
の
陶
屋
が
お
祭
り

を
す
る
。 

こ
の
道
饗
神
社
を
抜
け
て
，

本
津
川
を
渡
る
場
所
に
狭
箱

橋
が
あ
り
、
そ
れ
を
渡
っ
て
、

旧
国
分
寺
町
役
場
（
現
北
部
公

民
館
）
の
南
ま
で
は
町
道
が
残
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道  饗 神 社 
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り
、
そ
の
付
近
で
白
峰
へ
向
か
う
道
へ
と
分
か
れ
る
。
橋
岡
山
の
裾

で
金
刀
比
羅
街
道
と
分
か
れ
、
そ
の
後
、
道
は
一
部
途
切
れ
て
い
る

が
、
徳
清
寺
、
国
分
寺
へ
と
続
い
て
い
く
。 

 

 

          

 

『さぬき国分寺町誌』より 

狭  箱 橋 
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住宅地に残る石碑 

２ 

万
燈
新
居
氏
と
末
澤
城
跡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

新
居
藤
太
夫
資
光

の
末
子
大
隈
守
資
秀

の
次
男
十
郎
秀
親
が

万
燈
川
の
南
に
城
を

構
え
た
の
が
万
燈
氏

の
始
ま
り
と
さ
れ
る

（
新
居
氏
蔵
「
末
澤
城
由

来
記
」
よ
り
）
。
１
４
代

資
忠
の
時
に
応
仁
の

乱
で
細
川
勝
元
に
属

し

て

軍

功

を

挙

げ

、

「
末
澤
」
の
姓
を
賜
っ
た
。
そ
の
後
、
１
５
代
資
親
は
鹿
角
町
に
法
恩
寺
を
建
立
し
、
現
在
も
末
澤

家
、
新
ノ
居
家
は
法
恩
寺
が
檀
那
寺
で
あ
る
。
江
戸
末
期
に
は
２
８
代
文
左
衛
門
が
新
居
姓
に
改
め

た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
万
灯
地
区
に
は
末
澤
姓
が
多
く
、
新
居
姓
は
一
軒
の
み
で
あ
る
。 

「
末
澤
城
由
来
記
」
に
よ
れ
ば
、
「
我
が
城
の
様
子
を
見
る
に
堀
の
幅
僅
か
三
間
又
は
二
間
余
な
り
。
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矢
倉
を
只
、
柱
四
本
立
て
二
重
三
重
に
柵
を
く
み
、
四
方
に
板
を
か
き
付
け
た
る
計
り
に
て
屋
根
と

言
う
事
も
な
し
。
只
矢
倉
と
同
じ
。
又
処
々
の
大
身
小
身
の
城
、
皆
此
通
り
な
り
、
大
体
は
兵
七
、

八
十
也
。
百
人
は
希
也
」
と
あ
り
、
戦
国
時
代
の
城
構
え
の
状
況
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
旧

状
を
留
め
て
い
た
石
積
み
も
現
在
で
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
こ
に
大
手
の
門
構
え
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
お
り
、
宅
地
内
に
は
７
つ
の
泉
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
北
西
隅
に
屋
敷
神
の
小
祠
が
あ
る
。
御
神

体
と
し
て
万
燈
寺
薬
師
如
来
の
分
霊
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
万
燈
神
社
の
背
後
の
小
高
い
箇
所

が
「
シ
ロ
ノ
ヤ
マ
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
詰
の
城
の
存
在
を
推
測
さ
せ
る
。 

 

３ 

真
教
寺 

附ふ

谷
山

こ
く
さ
ん

正
林
院

し
ょ
う
り
ん
い
ん 

 

真
宗
興
正
派 

 
 

本
尊 

阿
弥
陀
如
来
立
像 

 

「
こ
こ
は
万
灯
の
真
教
寺
か
、
御
所
の
お
庭
か
、
極
楽
か
」
と
謳
わ
れ
た
よ
う
に
現
在
も
真
教
寺

に
は
そ
の
当
時
の
面
影
が
残
っ
て
い
る
。
古
く
は
正
林
坊
と
称
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

新
ノ
居
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
正
林
坊
は
末
澤
城
東
側
に
万
燈
新
居
氏
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
、

永
正
９
年
（
１
５
１
２
年
）
に
万
燈
新
居
氏
の
も
う
一
つ
の
居
城
、
鹿
角
城
（
現
高
松
市
）
の
北
側

に
移
さ
れ
、
法
恩
寺
と
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
法
恩
寺
の
末
寺
と
し
て
存
続
し
て
い
た
が
、
天
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正
７
年
（
１
５
７
９
年
）
に
兵
火
に
よ
っ
て
堂
宇

が
焼
失
し
、
天
和
年
間
（
１
６
８
１
～
３
年
）
に

は
無
住
と
な
り
、
旧
跡
に
五
輪
塔
が
残
る
の
み
と

な
っ
て
い
た
。 

そ
の
後
真
宗
寺
院
と
し
て
再
興
さ
れ
、
寺
で
は

道
恩
を
中
興
の
祖
と
し
て
い
る
。
嘉
永
７
年
（
１

８
５
４
年
）
「
讃
岐
國
名
勝
図
会
」
に
は
、
享
保
１

５
年
（
１
７
３
０
年
）
に
再
興
し
た
と
あ
る
。
１

８
世
紀
の
初
め
に
は
、
城
の
南
西
の
山
麓
に
当
た
る
現
在
の
地
に
真
教
寺
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
新
ノ
居
家
文
書
か
ら
も
伺
え
、
１
８
世
紀
に
は
再
興
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
末
か

ら
明
治
初
期
ご
ろ
火
災
に
よ
り
境
内
が
全
焼
し
、
現
在
の
本
堂
は
そ
の
後
明
治
３
０
年
（
１
８
９
７

年
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

関
連
豆
知
識 

佐
々
木
孝
丸
・
・
・
（
１
８
９
８
生
）
劇
作
演
出
家
。
真
教
寺
住
職
の
三
男
に
生
ま
れ
る
。
国
分
高
等
小
学
校

卒
業
の
あ
と
、
郵
便
局
員
、
書
店
員
を
経
な
が
ら
、
独
学
で
文
学
・
演
劇
を
研
究
。
大
正

９
年
（
１
９
２
０
年
）
ミ
ュ
ッ
セ
の
「
二
人
の
愛
人
」
を
翻
訳
、
以
後
フ
ラ
ン
ス
文
学
の

翻
訳
に
従
事
す
る
。
新
劇
運
動
に
参
加
し
て
、
俳
優
・
演
出
・
劇
作
を
兼
ね
、
映
画
・
テ

レ
ビ
に
も
出
演
す
る
。
筆
名
落
合
三
郎
。 
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万
燈
神
社 

祭
神
は
火
迦

ほ

の

か

具
土

ぐ

つ

ち

命
の
み
こ
と

。 

こ
の
神
社
の
起
源
は
、
当
時
の
国
造
で
あ
っ
た
為す

目
昏

め

ほ

れ

命
み
こ
と

が
国

内
の
鎮
火
の
神
と
し
て
祀
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。 『

古
今
名
勝
図
絵
』
に
は
「
氏
宮
大
明
神
万
堂
に
あ
り
、
社
人

豊
島
氏
、
祭
礼
９
月
７
日 

本
社 

拝
殿 

末
社
荒
神
」
と
あ
る
。

為
目
昏
命
は
神
櫛
王
の
孫
で
あ
る
。
神
櫛
王
は
『
日
本
書
紀
』(

景

行
天
皇
４
年
の
条)

に
よ
れ
ば
、
景
行
天
皇
の
皇
子
で
「
讃
岐
国
造

之
祖
也
」
と
伝
え
て
い
る
。
高
松
市
牟
礼
町
に
は
そ
の
神
櫛
王
の

墓
と
さ
れ
る
宮
内
庁
管
轄
の
王
墓
参
考
地
の
神
櫛
王
墓
が
あ
る
。 

■

火
迦
具
土
命 

 
 

火
之
夜
芸
速
男

ひ

の

や

ぎ

は

や

お

の

神か

み/

阿
遇
突

か

ぐ

づ

智ち

の

神か

み/

火
産
霊
神

ほ

む

す

び

の

か

み 

こ
の
神
は
伊
邪
那
岐

い

ざ

な

ぎ

・
伊
邪
那
美

い

ざ

な

み

の
２
神
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
最
後
の
御
子
神
と
い
っ
て
よ
い
神
で
、

こ
の
神
を
産
ん
だ
た
め
に
伊
邪
那
美
は
死
に
、
黄
泉
国
に
下
る
こ
と
に
な
る
（
病
か
ら
６
神
、
死
体
か
ら
８
神

が
生
ま
れ
る
）
。
夜
芸
は
焼
の
こ
と
、
速
は
威
力
を
称
え
た
語
で
、
迦
具
は
輝
く
の
意
味
で
あ
り
、
総
じ
て
火

 
神櫛王墓 

 
万  燈 神 社 
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の
神
を
表
し
て
い
る
。
伊
邪
那
岐
は
伊
邪
那
美
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
哀
し
み
怒
り
、
十
拳
剣

と
つ
か
の
つ
る
ぎ

で
火
迦
具

土
神
を
斬
り
殺
し
て
し
ま
う
。
こ
の
と
き
、
剣
に
付
い
た
血
か
ら
８
神
が
生
ま
れ
、
火
迦
具
土
の
死
体
か
ら
８

神
が
化
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

５ 

六
地
蔵 

 

衆
生
が
そ
の
業
に
よ
っ
て
お
も
む
く
六
種
の
世
界
、
六
道
。
そ
の
六
道(

地
獄
道
・
餓
鬼
道
・
畜
生

道
・
修
羅
道
・
人
間
道
・
天
道)

の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
現
れ
て
、
衆
生
の
苦
し
み
を
救
う
６
体
の
地
蔵
菩

薩
。
街
道
筋
や
墓
地
入
口
等
に
６
体
並
べ
て
安
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。 

個
々
の
名
称
に
つ
い
て
は
地
獄
道
・
餓
鬼
道
・
畜
生
道
・
修
羅
道
・
人
道
・
天
道
の
順
に
檀
陀

だ

ん

だ

地

蔵
・
宝
珠
地
蔵
・
宝
印
地
蔵
・
持
地
地
蔵
・
除
蓋
障

じ
ょ
が
い
し
ょ
う

地
蔵
・
日
光
地
蔵
と
称
す
る
場
合
と
、
金
剛
願

地
蔵
・
金
剛
宝
地
蔵
・
金
剛
悲
地
蔵
・
金
剛
幢
地
蔵
・
放
光
王
地
蔵
・
預
天
賀
地
蔵
と
称
す
る
場
合

が
多
い
が
、
文
献
に
よ
っ
て
は
以
上
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
名
称
を
挙
げ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。 
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６ 

伽
藍
山 

萬
燈
寺 

 

【
伽
藍
山
：
２
１
６
ｍ
】 

 
青
光
山

せ
い
こ
う
ざ
ん 

萬
燈
寺 

天
台
宗 

 
本
尊
：
薬
師
如
来
坐
像 

 

国
分
寺
町
の
中
で
、
国
分
寺
・
鷲
峰
寺
と
と
も
に
古
い
歴
史
を
も
つ
寺
で
あ
る
。
寛
延
元
年
（
１

７
４
８
年
）
「
青
光
山
萬
燈
寺
縁
起
」
・
「
萬
燈
寺
由
来
」
（
新
ノ
居
家
文
書
）
に
よ
る
と
、
当
寺
の
創
建

は
奈
良
時
代
、
行
基
菩
薩
が
伽
藍
山
中
腹
の
岩
窟
に
薬
師
・
観
音
・
虚
空
蔵
の
３
体
の
石
仏
を
安
置

し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
法
相
宗
寺
院
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
の
様
子
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

善
通
寺
市
大
麻
瓦
窯
か
ら
出
土
し
た
瓦
と
同
文
の
軒
平
瓦
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代
末
期
に

は
建
物
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
天
文
年
中
（
１
５
３
２
年
～
１
５
５
４

年
）
に
兵
火
に
よ
っ
て
伽
藍
の
大
部
分
を
焼
失
し
た
と
さ
れ
る
。 

 

元
禄
８
年
（
１
６
９
５
年
）
「
国
分
寺
末
寺
帳
」
に
よ
る
と
、
天
正
年
中
（
１
５
７
３
年
～
１
５
９

１
年
）
に
国
分
寺
の
末
寺
か
ら
退
転
し
て
お
り
、
末
寺
帳
が
作
成
さ
れ
た
こ
ろ
に
は
小
堂
が
残
る
の

み
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
縁
起
に
は
慶
安
年
間
（
１
６
４
８
年
～
１
６
５
１
年
）
頃
、
土
中
の
光
り
輝
く
場
所
か
ら

本
尊
の
薬
師
如
来
石
仏
が
掘
り
出
さ
れ
、
寛
文
７
年
（
１
６
６
７
年
）
僧
道
入
が
岩
窟
に
再
び
安
置
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し
た
と
い
う
が
、
本
格
的
な
再
興
は
松
平
賴
重
入
府
後
の
亮
賢
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
亮
賢
は
賴

重
公
入
府
後
の
折
に
関
東
よ
り
従
っ
た
算
海
法
印
の
弟
子
で
あ
り
、
出
羽
の
出
身
と
い
う
。
元
禄
１

４
年
（
１
７
０
１
年
）
に
は
高
松
蓮
門
院
（
本
門
寿
院
）
の
末
寺
と
な
っ
た
。 

 
 ７ 

伽
藍
山 

薬
師
堂 

 
 

薬
師
堂
の
岩
窟
内
に
薬
師
如
来
・
虚
空
蔵
菩

薩
・
観
音
菩
薩
の
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
薬
師
如
来
は
「
身
代
わ
り
薬
師
」
と
も
呼

ば
れ
、
古
く
よ
り
疱
瘡
・
疫
病
に
霊
験
あ
ら
た
か

で
あ
っ
た
と
い
う
。
薬
師
三
尊
の
光
背
に
は
い
ず

れ
も
刻
銘
が
あ
り
「
開
山
湖
月
」
「
釈
梵
祥
禅
師
」

の
名
が
見
え
る
。 

 

伽
藍
山
に
は
岩
場
が
多
く
修
験
の
道
場
と
し
て
も
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
戦
後
に
な
っ

て
伽
藍
山
山
頂
に
石
鎚
大
権
現
を
勧
請
し
、
毎
年
１
月
１
０
日
と
８
月
１
０
日
に
は
山
頂
か
ら
中
腹

の
護
摩
場
に
御
分
霊
を
お
ろ
し
て
大
採さ

い

灯と
う

護
摩
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

 磨崖仏 不動明王 
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西
行
塚
の
後
方
の
大
岸
壁
に
は
地
元
の
石
職
人
の
西
岡
清
氏
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
不
動
明
王
の
磨

崖
仏
が
あ
る
。 

 

西
行
塚 

西
行
塚
は
背
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
詩
を
読
ん
だ
山
崎
村
在
住
の
東
阿
老
人
に
よ
っ
て
１
７
６
２
年

に
建
立
さ
れ
た
石
碑
で
あ
る
。
ま
た
萬
燈
寺
本
堂
に
は
東
阿
老
人
手
製
と
考
え
ら
れ
る
位
牌
も
祀
ら

れ
て
い
る
。 

 

（
寸 

法
）
高 

さ
９
０×
幅
３
９×

厚
さ
２
９
㎝ 

（
正 

面
）
「
西
行
塚
」 

（
背 

面
）
「
玉
藻
東
阿
老
人 
山
水
の
浅
き
心
も 

 
 

 
 

西
へ
行 

契
を
君
に
結
ぶ
嬉
し
さ
」 

（
右
側
面
）
「
建
久
元
庚
戌
天
二
月
十
六
日
遷
化 

 

宝
暦
十
二
壬
午
春
二
月
十
六
日
建
之
」 

※
建
久
元
年
は
西
行
の
歿
年
。 

※
遷
化
は
高
僧
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。 

十
三
仏 
 

 

十
三
仏
と
は
仏
の
世
界
に
あ
っ
て
、
死
者
の
罪
業
を
裁
判
す
る
十
王
に
三
王
を
加
え
た
も
の
の
本

地
仏
で
、
不
動
明
王(

秦
広
王)

・
観
世
音
菩
薩(

平
等
王)
・
釈
迦
如
来(

初
江
王)

・
勢
至
菩
薩(

都
市

王)

・
文
殊
菩
薩(

宋
帝
王)

・
阿
弥
陀
如
来(

五
道
転
輪
王)

・
普
賢
菩
薩(

五
官
王)

・
地
蔵
菩
薩(

閻

西  行 塚 
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魔
王)

・
弥
勒
菩
薩(

変
成
王)

・
虚
空
蔵
菩
薩(

慈
恩
王)

・
薬
師
如
来(

太
山

王)

・
大
日
如
来(

抜
苦
王)

・
阿閦
如
来

(

蓮
上
王)

が
そ
れ
に
あ
た
る
。
密

教
で
は
、
普
遍
的
に
信
仰
さ
れ
た
諸
尊
を
集
約
す
る
。 

こ
れ
ら
の
十
三
仏
は
人
々
の
救
済
に
あ
た
る
と
さ
れ
、
そ
の
信
仰
は
南
北

朝
に
は
じ
ま
り
室
町
か
ら
江
戸
時
代
に
追
善
供
養
の
本
体
と
し
て
盛
行
し

た
。
こ
の
萬
燈
寺
の
十
三
仏
は
、
薬
師
堂
横
の
祈
念
の
碑
に
よ
れ
ば
、
１
８

代
住
職
真
良
が
昭
和
１
６
年
に
支
那
事
変
に
際
し
て
建
立
し
た
も
の
で
あ

る
。 

 

８ 

南
海
道
と
唐か

ら

渡と

峠 

  

唐
渡
峠
は
伽
藍
山
と
六
ツ
目
山
の
間
を
抜
け
る
峠
の
道
で
、
そ
の
往
来
は

古
く
、
国
分
寺
町
域
を
走
る
主
要
幹
線
道
路
の
一
つ
で
あ
る
。
唐
渡
峠
か
ら

東
へ
下
り
た
と
こ
ろ
に
川
原
遺
跡
が
あ
り
、
古
代
の
幹
線
道
で
あ
る
南
海
道

と
考
え
ら
れ
る
道
の
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
南
海
道
の
推
定
地
は
諸
説
あ
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る
が
、
こ
の
唐
渡
峠
を
通
る
ル
ー
ト
も
有
力
な
候
補
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。 

そ
も
そ
も
唐
渡
と
は
空
洞
の
意
の
「
か
ら
」
、
門
す
な
わ
ち
「
出
入
口
」
、
「
狭
く
な
っ
た
所
」
を
意

味
す
る
と
い
う
「
と
」
と
い
う
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
「
切
り
通
し
」
の
よ
う
に
、
山
の
急
斜
面
が
道
の

両
側
に
迫
り
、
狭
く
な
っ
た
所
を
指
す
地
名
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
唐
渡
と
は
コ
ロ
タ
ワ
が
カ

ラ
タ
ワ
に
変
化
し
た
も
の
が
語
源
で
、
荒
れ
た
地
味
の
峠
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
高
松
か
ら
西
へ
、
西
か
ら
高
松
へ
と
抜
け
る
主
要
な
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
こ

と
に
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。 
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